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2016年6月12日～19日の間、2016年日本中国
文化交流協会大学生訪中団に参加し、視察した結
果を下記のとおりご報告いたします。
中国人民対外友好協会のご招待により、日本中
国文化交流協会大学生訪中団の一員として、中国
を訪問した。北京に2泊した後に、厦門に計3泊、
上海に1泊の計1週間の行程であった。
日本中国文化交流大学生訪中は、政治、経済、
文化、科学技術、スポーツ等各分野のおける交流
により、両国民の相違理解と友情を深化させ友好
関係の発展を推進し、子々孫々にわたる友好を実
現すると共に、世界の平和を維持することが目的
である。昨年度開催された訪中よりも参加人数が
約2倍の全国27大学から集まった98名の大学
生・大学院生・博士課程のメンバーで1週間行動
を共にした。また私は医療工学を専攻しているが、
法学や中国文学・文化を専門に学んでいる学生も
いれば、書道や日本画などの芸術を学んでいる学
生も参加し、中国の学生と囲碁の対局を行うこと
から、日本棋院からも学生が参加していた。
6月12日。出発前夜に壮行会が催され、この壮
行会で団員98名と初めて顔合わせをした。駐日
大使夫人の汪婉・参事官、訪中団団長の日中文化
交流協会理事で有名画家の入江観氏、副団長の横
山勝樹女子美術大学学長、同副団長の中野暁日中
文化交流協会専務理事などの方々から、今回の訪
中の目的や現在の日中関係について説明があった
後、激励のお言葉をいただいた。
6月13日。羽田発の飛行機で中国へ向かった。
北京に到着し、バスに乗ってオリンピック会場、
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万里の長城を参観した。2008年に行われた北京
オリンピックの会場の見学は、バスを降りてから
自由行動となり、私たちは、シンボルといっても
過言でない「鳥の巣」を見た後、会場の広大な敷
地内を歩いて、競技ごとに行われる施設を外から
見て回った。次に行った万里の長城では、雨や時
間の関係で、外から見ることしかできなかったが、
山の頂上付近をずっと続く道をみて、現在残って
いる距離でも日本列島の2倍も続いており、長い
歴史の中で中国というひとつの国がその大事業を
行っていたことに感心した。その後、夕食をとり、
北京首都大酒店に泊まった。
6月14日。午前中は故宮博物院を参観した。建
造物が約1キロに渡って立ち並び、部屋数が約
9000部屋あると聞いて、規模の大きさに圧倒さ
れた。ガイドさんのお話を聞きながら参観したこ
とで、1つ1つの建物の建てられた意味、誰が住
んでいたところか、道の意味など普通に参観した
だけでは知ることができないような内容も知るこ
とができた。昼食を食べた後、午後は今回の訪中
のメインイベントの1つである現地の大学生との
交流を行った。北京師範大学、人民大学の2つに
分かれて交流を行った。私たちは、北京師範大学
の学生と交流を行った。日本語学科の学生と交流
を行ってみて最初に驚いたのは、日本語が堪能で
あることだった。日本語を学んでから1年や2年
しか経っていないにも関わらず、ずっと日本語で
コミュニケーションをとれる環境であったことに
驚かされた。さらに、ほぼ全ての学生が日本へ留
学したいという願望があり、とても感心させられ
た。今回参加した、先端生命医科学研究所からの
メンバーには、いまだに連絡を取り続けており、
6月13日　万里の長城
6月14日　北京師範大学訪問
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日本語文の添削を行うなどの交流が続いている。
北京師範大学を訪問後、中日友好協会主催の歓迎
会が貴賓楼飯店にて行われた。ここではテーブル
を十数名の両国の学生で囲んで、様々なことにつ
いて話した。勉強のことについてから趣味や恋愛
事情まで幅広く話していたが、日中間で相違点が
あり、興味深かった。2時間ほどの時間であった
が、話題は尽きることなくあっという間に時間が
過ぎ去っていった。また歓迎会では両国の学生が
出し物を披露し、歌、書道、ブレイクダンス、日
本舞踊などが行われた。先端生命医科学研究所か
らのメンバーの1人はこの場でタップダンスを披
露した。
6月15日。北京を去り、福建省の厦門へ飛行機
で向かった。厦門は北京から南に約2000キロ南
シナ海に面した都市で古くから海洋貿易が盛んで
ある。また、福建華僑のふるさととして有名であ
る。華僑とは「中国大陸・台湾・香港・マカオ以
外の国家・地域に移住しながらも、中国の国籍を
持つ漢民族」のことで、厦門は中国語読みでは
「Xiàmén」と発音するが、世界各地の華僑の増加
により華僑の話す閩南語読みである「Amoy」の
名称で知られている。厦門に降り立つと空港はと
てもきれいで、気候もどこかアジアのリゾートに
たどり着いた感覚に包まれた。国際租界地として
西洋諸国の領事館が建てられ現在までその洋館が
存在するコロンス島を見学した。これまで滞在し
ていた北京では、内陸で亜寒帯に属し、歴史的に
も古くから栄えた都市であることから街並み・服
装などにどこか社会主義的な名残を感じていた。
それに対して厦門は海に面し、温暖湿潤な気候、
またアヘン戦争後の南京条約で開港した5港うち
の1つであり西洋文化の流入が起こったことから
華やかな街並み・服装をしていた。中華人民共和
国は北京の様な歴史ある都市か、上海の様な摩天
楼の街並みの極端な都市形成が行われていると
思っていた私にとって衝撃的であった。厦門はそ
の複雑な歴史背景から、様々な文化が混ざり合っ
た独特な都市であるが、さらに近年中華人民共和
国の改革開放政策により経済特区が設置され地理
的に非常に関係の深い中華民国資本を集めること
で経済成長を遂げるに至った。これは、整備され、
新造された橋、建築中の高層ビル群を見ても感じ
るものであり、厦門の新たな一面になっていくの
であろうと感じられた。外国資本の高級ホテルも
目立ち、温暖な気候から高級リゾート地であるこ
とも伺える。このように厦門は様々な顔を持つ国
際的な都市である。中華人民共和国の思いもよら
ぬ一面にさすが広大な土地を持つ大陸国家、まだ
見ぬ都市にはまた違う一面を見せ我々に感動を与
えてくれるのだろうと心弾ませる1日であった。
6月16日。朝、厦門から世界遺産である福建土
楼へと出発した。この場所は中国全土の地図上で
は厦門のすぐ西に位置しているが、バスで揺られ
ること3時間近くもかかり、あたりはすっかり山
岳地帯となっていた。昼に現地に到着し、昼食を
とった後、いよいよ土楼を観光することになった。
土楼は、客家によって12世紀から20世紀にかけ
て建てられた、生活と防衛を集団で行なうための6月15日　厦門到着後の懇親会で入江団長との別れ
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伝統建築で、ドーナツ状の外観が特徴的である。
最初に、振成楼という有名な土楼を観光した。
ドーナツ型の外面は一面土壁で覆われ入口は1つ
しかなく、質素だが堅牢な印象を観るものに与え
る。一方、内部に入ってみると、木の骨組みがあ
らわになっており、赤い提灯が下がっていたり内
装が西洋風であったりと華やかで、そこに何世帯
もの人々が共同生活をしている空気が感じられる。
振成楼ではタバコを売っている様子と中央の霊廟
が印象的だった。その後、川に沿うかたちで、他
の土楼群などの町並みを歩き、最後に住居内にあ
る土産屋で、烏龍茶をふるまってもらった。日本
で飲むものより甘く香りがあり、とてもおいし
かったので、みんなお土産に買って帰っていた。
福建土楼は、それまで観光した北京や厦門のよう
な都市部とは違い、昔ながらの中国の田舎の暮ら
しがそのまま今も受け継がれているような場所で
あり、中国の別の一面をみることが出来たと思う。
日本の田舎のように時間の流れがどこかゆっくり
しており、落ち着くことが出来た。
6月17日。胡里山砲台と厦門大学に訪問した。
午前中に胡里山砲台と言われる世界最大とも言わ
れている古砲が置かれている場所を見学した。最
大射程距離は10460メートルと言われており、ア
ヘン戦争当時には相当な飛距離だと言われている。
午後は厦門大学を訪問した。厦門大学では、日本
語専攻の厦門大学の学生に案内していただき、
キャンパス見学を行い、その後教授等による大学
紹介が行われた。「東洋のハワイ」や「中国で最
もデートに適した大学」と言われる程、綺麗で壮
大な敷地を有している大学である。中でも有名な
のは1キロ以上に渡るトンネルがあり、そのすべ
ての壁に落書きが施されている。日本のアニメ
キャラクターなども書かれており、日本に対して
の親近感も感じられた。所属している大学生のレ
ベルも高く、国際化戦略を実施しており、国際交
流を行うために、300以上の海外の大学と協定を
結んでいる。日本語専攻の学生は修士課程になる
と日本の大学に留学すること可能な制度を有して
いる。厦門大学に訪問した後は、懇親会が開かれ
6月16日　福建土楼
6月17日　厦門大学訪問
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た。両大学の有志で北京師範大学の時の懇親会同
様に余興が披露された。その後、日本の学生から
スピーチする機会があり、私はスピーチを行なっ
た。将来ビックな人間になると宣言した後に、中
国日本友好協会副秘書長である程海波さんに「是
非ここにいる人が皆、ビックな人になることを期
待しております。」と仰って頂けた時は、とても
感銘を受けた。
6月18日。上海に到着した。厦門に比べると気
温はさほど変わらなかったが湿気が若干少なく
なったように感じた。上海では東方路エリアと浦
東エリアを観光した。東方路エリアでは自由行動
の時間を与えて頂き、ショッピングや街並みを拝
見した。東方路は日本の銀座に近い街並みで高級
感が漂っていた。厦門大学の学生に上海のお勧め
フードを紹介して頂いたため、自由時間を利用し
て「鮮肉月餅」と「生煎饅頭」が販売されている
お店を探し、食べ歩きを行った。どちらもB級グ
ルメのようであり、とても美味しかった。東方路
エリアの自由時間が終わると、浦東エリアにある
上海環球金融中心（上海ワールドフィナンシャル
センター）を見学した。森ビルが監修として作ら
れたビルであり、2008年完成当時では世界一高
い展望台となったようだ。100階まであり、高さ
は492メートルの高さを誇っており、現在では世
界で5番目の高さである。97階から100階にかけ
て台形の形になっており、100階の展望台の真ん
中の通路は下が見えるようにガラス張りの構造に
なっていた。この構造はビルに対する風の荷重軽
減のためである。
展望台からは、上海環球金融中心周りの上海中
心、ジンマオタワー、東方名珠などのビルや景色
を一望した。展望台に登った時間が夕方であった
ため、夕日と共に上海の街は絶景であった。その
後夜には上海の海龍海鮮舫という有名なレストラ
ンで最後の晩餐を行なった。上海ならではの海鮮
料理が多く、1つの国の中でも味付けや使われる
食材が大きく違う事を実感した。
1週間中国を訪中したことによって新たな中国
文化や風習と、中国側が思っている日本に対する
6月17日　懇親会での両国スピーチ
6月17日　中国日本友好協会副秘書長、
程海波さん
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イメージが私の中で大きく変わった。日本の現実
としては、中国に親近感がないと答えている割合
が83.2％である。しかし実際に足を運んで中国の
人々に話を聞いた所、日本に対して不信感を持っ
ている人はほとんどいなかった。政治的な問題で
イメージが悪いだけであり、日中両国の現状を知
れば、友好度は飛躍的に上がると思われる。その
ためには、実際に現地に行き、実情を学んだ私た
ちが積極的に友好関係の懸け橋となれるように、
感じた事をより一層多くの人に発信していく必要
がある。最後に、今回このような訪中の機会を設
けてくださった日本中国文化交流協会の関係者の
皆さま、日中友好協会の皆さま、岡野光夫先生、
また今回の訪中で出会ったすべての方に心より感
謝申し上げたい。
6月18日　上海環球金融中心
